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amazonn.co.jp利用してますか？

ネット通販大手のアマゾンを皆さんはご存じでしょうか？
世界で初めてネット通販ビジネスを始めた企業の１つで本やCD、
ソフトウェア、家電、雑貨、コスメなどあらゆる商品を新品・中古
問わず取り扱っている通販サイトでして、1,500円以上購入すると
送料が無料になったり、注文してから届くまでの納期が、比較的
速かったり、価格も店頭で購入するよりも安価な場合も多く、
日本におけるネット小売販売業の最大手企業になっています。
楽天市場などは、イメージとしては他業社に楽天市場というデパー
トの中のテナントスペースを貸し与えるビジネスモデルですので、
自社が小売業を運営しているアマゾンとは別物になります。

８月に大阪堺市に物流センターが誕生！

今までアマゾンは千葉県にしか倉庫がなかったので、即日配送は
関東圏のみに限られていましたが、６万８０００平方メートルの
物流センターを堺市に作ることにより、関西圏でも注文したその
日に商品が即日配送されるサービスを受けられるようになります。
服などではサイズが分からないなど、ネット通販には通販である
が故の問題に加え、ウイルス感染によるクレジットカードの情報
漏えいの心配など、ネットであるが故の問題も付きまといますが、
使い始めると本当に便利なものです。
日々の仕事に追われて、本屋に行くヒマをなかなか作れないかも
しれませんが、そんな時はアマゾンも一つの手段ですね。
普段読書されない方もこれを期に
読書されてみてはいかがでしょう？

新緑が美しい時期になりました。
今月はゴールデンウィークがありますので国内・海外
問わず旅行に行かれる方も多いのではないでしょうか？
私はゴールイデンウィークは祖父の家に行って田植など
農作業をするのが小学生の頃からの習慣になっており
今年も田植えをする事になりそうです。
水を張った田んぼを歩くのってすごく体力がいるので
毎年休み明けは全身筋肉痛になってます（笑）

ごあいさつ

倉橋 勇樹

“一丁噛”が行く！連載企画

喝
第１5回：ICカード型乗車券

　ICOCAやPiTaPaの話が出たら、電車オタクの私としてはもっと深掘りせん訳にいきません(笑)
いま、ICカード型の乗車券というと代表的なものとして、関東でのパスモ（PASMO）とスイカ
（Suica）、関西でのイコカ（ICOCA）とピタパ（PiTaPa）があります。
他にもＪＲ東海のトイカ（TOICA）や新幹線の（EX-ICカード）、最近スタートしたＪＲ九州の
スゴカ（SUGOCA）や福岡市交通局の「はやかけん」などがあります。
前述の代表的な４種類を別の分け方をすると、ＪＲ系はＪＲ東日本のスイカ（Suica）とＪＲ
西日本のイコカ（ICOCA）、私鉄系というかＪＲ以外の私鉄や公営交通を巻き込んだものとして
関東のパスモ（PASMO）と関西のピタパ（PiTaPa）があります。
ＪＲはＪＲ東日本のスイカ（Suica）が先行して、ＪＲ西日本のイコカ（ICOCA）が追随しました
が、私鉄系は関西のピタパ（PiTaPa）が先行して関東のパスモ（PASMO）が一番最後にスタート
しました。
　さて、これらカードは日本鉄道サイバネティクス協議会によるICカードを利用した乗車券の
規格（サイバネ規格）に準拠しているため、それぞれ物理的な互換性はありますが、精算ソフト
の関係などで相互利用できるものはまだまだ限られています。（現在相互利用できるのは、
「Suica」⇔「ICOCA」⇔「TOICA」、「ICOCA」⇔「PiTaPa」、「PASMO」⇔「Suica」といった
ところです）
　ところで、これらのカード、同じようですが使い方に決定的な違いがあるのですがおわかり
ですか？
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「パソコンを利用している人はしていない人に比べて所得も情報リテラシーも高い」
なんて書くと胡散臭いようですが、実は社会問題にも発展しつつある事実です。
総務省の「通信利用動向調査」が４月７日に公表されまして、内容は日本のインターネット利用
者数が初めて9000万人を超えたこと、人口普及率が７５．３％と国民の４人に３人が利用するよ
うになったこと、などが書かれています。
ここに過去1年以内にパソコンや携帯端末を利用した事がある人と、そうでない人の平均年収の
差が150万円以上の開きがある事なども書かれています。

また昨年Qinfoでも取り上げた情報リテラシー（情報の正しさや、情報発信者の本来の意図を
読み取って自分なりに解釈する能力・・・というか、みの〇んた氏などのワイドショーでの発言
を鵜呑みにするか否か？みたいなものです（笑））面での格差も開く一方になってきています。
パソコンやケータイ電話のWEB機能を日常的に利用する人は、インターネットを利用して商品を
購入したり、わからない事を調べたり、行きたい所までの地図や乗換案内を入手したりします。
この中で商品を購入する時には、“先に同じ商品を購入した誰か”の感想を知る事が出来たり、
ニュースを読む時も、テレビのようにどのチャンネルでも同じような報道が繰り返されるのを
受け身で見るだけでなく、“自分の知りたいニュースを抜粋してより深く読む”事が出来るなど
同じ時間で得る事の出来る情報量もテレビやラジオと比較して多くなります。
また普通にネットサーフィンしているだけでも様々な広告やサイトが目について某大な情報が
入ってくるので自然と“自分にとって必要な情報は何か？この情報は真実か？”という情報を
切り分ける能力（情報リテラシー）を身に付けていきます。

また、「パソコンを使う事についてウイルスなどで不安を感じるか？」という質問に対しても
不安に感じると答えた人よりも、そうでない人の方が平均年収が高いという結果もでました。
更には「何らかのウイルス対策をしているか？」という質問を世帯別に実施した所、年収1000万
以上の世帯と年収200万以下の世帯では回答結果に20％以上の開きがある事もわかりました。

今のこどもは学校で掛け算を習うのと同じようにパソコンについての学習をしています。
ご存知の通り学歴と年収は比例していますし、それと同じようにパソコンの利用比率で年収も
比例するようになってきています。　おそらくこの流れはさらに加速する事と思われます。
その中で家にパソコンがなく、親が全く教えられないというのは、親が子供に掛け算を教えて
あげられないのと同じように“まずい”という事かもしれません。大袈裟かもしれませんが、
少なくともそのような方向に世の中は流れていくのではないでしょうか？

格差という単語は昨今“悪の代名詞”の
ようになりつつありますが、経済だけ
ではなくこんな所にも“格差”が
表れてきているんですね。

難しい用語を使わないＩＴ講座
わかりやすい！
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特集 上手にメモをとりましょう！上手にメモをとりましょう！

仕事でもプライベートでもメモをとる事はすごくたくさんあると思います。
メモ紙に書いたり、ケータイのスケジュール機能を利用したり、手段は
色々あるかと思いますが今日、ご紹介するのはパソコンの画面に付箋を
貼り付けるような感覚で使えるフリーソフト【メモ箋人】をご紹介します！

上記のホームページでソフトをダウンロード
してインストールすると簡単に使えるように
なります。（フリーソフトなので無料です）
インストールが出来たら、デスクトップ画面
の背景をダブルクリックすると右のような
付箋が出てきますので、好きなようにメモを
記入する事が出来る訳です。
文字だけでなく画像や気に入ったホーム
ページのURLも貼り付ける事ができます。

メモ箋人

http://ryusys.com/memo/

メモ箋人で検索したらでてきます。

★簡単な機能のご説明★★簡単な機能のご説明★★簡単な機能のご説明★

メールに転送 付箋の色変更

誤削除防止用
ロックボタン

新しい付箋の
作成ボタン

時間を設定しておけば
右の画面のように知ら
せてくれる他、音を出し
たりお知らせメールを送
信するように設定する
事もできます。
簡単なソフトなので
お気軽にお試し下さい。
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